
 環境に配慮したアスファル

トの再利用（リユース）事業に

ついて、移動式のドラム型の解

砕処理装置を使用して工事現

場内または現場間を移動する

ことにより、必要な時に必要な

場所でアスファルトの再利用

が可能になり、各種舗装工事現

場において廃材を再利用して、

全く新しい舗装材料として使

用できる。この材料の販売及び

処理装置のリース事業を検討

している。 

販売やリースの事業を行っている。また、中小企業新事業活動促進法の事

業計画の承認も受けたところである。 

現在想定しているトレーラー一体での装置の価格は高額であるため、装置

の購入コストを現時点の金額より３０～４０％低く抑えなければ事業性が出

てこないため、メーカーと装置価格を低減する協議が必要である。 

○ 機械装置の購入について  

 課題として、次のことを検討する必要がある。 

①公的機関を説得できる機械装置の客観的性能データの収集 

②各自治体の道路維持に対する予算の状況及び自治体独自か委託か、その実

施状況の調査 

③道路維持補修工事の競合相手となる企業等の調査 

④機械装置の稼働率アップを図るための活用システム、活用方策 

⑤機械装置の購入者またはリース・レンタルによる利用者となる顧客ターゲ

ットの絞り込み、リストアップ 

○ 装置の販売促進に関し、直接販売やリース・レンタル方式、ＰＲ、固定

客化、品質管理などに関する具体的な展開や事業可能性について

○ 発注自治体や施工業者への説得資料について  

経済効率だけではなく、環境問題への配慮も必要であり、特に装置の導入

により地球温暖化の元凶であるＣＯ２の排出量を押さえ、また資源の有効利

用が推進される点をアピールすることも重要となる。 

事業の課題及びアドバイザーの助言 

事業計画の内容 

その後の取り組み状況 
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